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NO.1
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NO.3

A-1
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E ホリコシ 29 N3 X1 W3 
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E ホリコシ 29 N3 X1 W4
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点名 Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標
K-1 136978.098 103241.165 3.502

K-2 136990.143 103330.688 3.286

NO.1 137068.564 103378.939 3.081

NO.2 137060.621 103290.180 3.128

NO.3 137052.549 103199.109 3.438

A-1 136966.195 103333.380 3.256

A-2 136978.930 103396.973 3.130

備考

直接水準

〃

既存測量成果より

〃

〃

〃

〃

基準点一覧表

計画平面図
S=1:500

亀浦第3岸壁（C-1-3）

（H29施工済み）
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X=137100X=137100

X=137150X=137150

X=137200X=137200

ペトロラタム被覆防食　A=118m2

当初設計図面
工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ２徳土　亀浦港　鳴・鳴門　岸壁被覆防食工事

計画平面図

1 6

東部県土整備局（徳島）

亀浦港

鳴門市鳴門町土佐泊浦

図示

T ホリコシセン 25 R4 L2

T ホリコシセン 25 R4 L3

電気防食工法　L=72.2m

電気防食工法　L=45.6m

ケーソン式　L=48.0m

鋼矢板式　L=180.0m

亀浦第1岸壁（C-1-1）

亀浦第1護岸（B-5-1）

電気防食工法　L=62.2m

施設延長　L=228m

施工延長　L=67.0m



c.to.c 1600

c.to.c 1600

L=13.0m（水深-5.5m以浅）
L=14.5m（水深-5.5m以深）

2.0%

標準断面図
S=1:50

H.W.L DL＋1.60

L.W.L DL±0.00

DL+3.00

DL+1.00

DL-11.00

DL-12.50

計画水深 DL-5.50

DL-1.00

30年-2.5A型

（曲柱）

取付水深　DL-1.50

亀浦第3岸壁

DL-14.50

1 : 1 . 5

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ２徳土　亀浦港　鳴・鳴門　岸壁被覆防食工事

標準断面図

2 6

東部県土整備局（徳島）

亀浦港

鳴門市鳴門町土佐泊浦

図示

当初設計図面

H-388×402×15×15　L=16.5m

H-388×402×15×15　L=19.0m

鋼矢板 YSP-IV型

800

アルミニウム合金陽極

エプロン幅　W=15.0m

車止め

防舷材

 係船柱

ペトロラタム被覆

被
覆

防
食

工
範

囲
　

L
=
2
.
0
m

6500

θ = 3 0 °



正面図

S=1:200

DL+1.00

DL+3.00

DL-1.00

▽H.W.L DL+1.60

設計水深　DL-5.50

DL-11.00

DL-12.50

電気防食設置（アルミ合金陽極）　N=20個電気防食設置（アルミ合金陽極）　N=23個

取付水深　DL-3.50

防食工全体図

電気防食設置（アルミ合金陽極）　N=20個

P

▽L.W.L DL±0.00

▽H.W.L DL+1.60

▽L.W.L DL±0.00

取付水深　DL-1.50

（H29施工済み）

電気防食設置（アルミ合金陽極）　N=20個

（H29施工済み）

電気防食設置（アルミ合金陽極）　N=20個

DL+1.00

DL+3.00

DL-1.00

DL-11.00

DL-12.50

設計水深　DL-5.50

P

P

DL-2.00

（既設）
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（H20施工済み）

注記

・既設陽極と被覆防食工法が干渉する区間（No.0～No.2+17.8）は、被覆防食工構
　造図（3/3）を参照とし、保護カバーを加工すること。

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ２徳土　亀浦港　鳴・鳴門　岸壁被覆防食工事

3 6図示

東部県土整備局（徳島）

亀浦港

鳴門市鳴門町土佐泊浦

防食工事全体図

・電位測定装置取付けについて、監督員との協議の上設置すること。

当初設計図面

L=72.2m L=45.6m

上部工

被覆防食工（ペトロラタム被覆）

L=62.2m

L=62.2m

鋼矢板YSP-Ⅳ型

L=45.6m

被覆防食工（ペトロラタム被覆）上部工

亀浦第3岸壁（C-1-3）　L=228m

亀浦第3岸壁（C-1-3）　L=228m

海底地盤（H29施工時）

鋼矢板YSP-Ⅳ型

L=21.0m L=21.0m L=20.2m

L=17.6m L=28.0m

電位測定装置電位測定装置

海底地盤（H29施工時）

亀浦第1岸壁（C-1-1）　L=100m

ケーソン式　L=48m

浚渫

被覆防食工（ペトロラタム被覆）L=67.0m



被覆防食工構造図（1）

t=15 発砲ポリエチレン

ポリアセタール

M12　SS400

t=2.5 FRP

ポリアセタール

t=8 FRP

FRP

SS400

発砲ポリエチレン

SS400

M12　SS400

FRP

ポリアセタール

水中硬化形エポキシ樹脂

t=8 FRP

t=8 FRP

ポリアセタール

水中硬化形エポキシ樹脂

ポリアセタール

ポリアセタール

t=8 FRP

水中溶接

平面図 断面図

被覆防食工詳細図
S=1:4

海側

海側

DL+1.00

被覆防食工上端

DL-1.00

被覆防食工下端

6  20

水中溶接
6  20

水中溶接
6  20

水中溶接
6  20

水中溶接
6  20

陸側

陸側

注記

・保護カバーの製作する際は、鋼矢板の現状を確認すること。

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ２徳土　亀浦港　鳴・鳴門　岸壁被覆防食工事

被覆防食工構造図（１）

4 6図示

東部県土整備局（徳島）

亀浦港

鳴門市鳴門町土佐泊浦

当初設計図面

鋼矢板YSP-Ⅳ型(凹面)

ペトロラタム系防食材

緩衝材

防食キャップ(樹脂充填)

ナット・座金

当て板

防食キャップ(樹脂充填)

押さえ座板

保護カバー

鋼矢板 YSP-Ⅳ型(凸面)

スタッドボルト付き帯鋼

鋼矢板 YSP-Ⅳ型

ペトロラタム系防食材

緩衝材

スタッドボルト付き帯鋼

ナット・座金

保護カバー・当て板

防食キャップ(樹脂充填)

シール材

上部工

押さえ座板

押さえ座板

防食キャップ(樹脂充填)

シール材

防食キャップ(樹脂充填)

防食キャップ(樹脂充填)

押さえ座板

被
覆

防
食

工
設

置
範

囲
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ペトロラタム被覆防食工　仕様一覧

項目

素地調整 －

ペトロラタム系

材質

保護材

FRP

水中硬化形エポキシ樹脂

ポリアセタール

押さえ座板

防食キャップ

シール材

防食ペースト

防食シート

スタッドボルト
付き帯鋼

防食材

固定金具

－

名称

－

規格・形状

 JIS Z1903  半練固形状

SS400

ねじ類  M12ナット・座金

 ISO St 2 以上

 帯鋼：t6、 M12スタッドボルト
 溶接取付

 JIS Z1902  t2.2

 YSP-Ⅳ型用 t2.5

 M12用

 主剤＋硬化剤

保護カバー

当て板

 t8

 t2.5

緩衝材 発泡ポリエチレン  t15

任意充填材 － －

被覆防食工構造図（2）

（上部工下端）

▽ L.W.L.　DL±0.00

※保護カバーの色調については指示色とする

取付要領図
S=1:15

平  面  図

正面図 断面図

ペトロラタム被覆防食図

Y S P - Ⅳ型
(スタッドボルト帯鋼タイプ )

SS400
FRP

ポリアセタール

海側

陸側

海側

スタッドボルト付き帯鋼取付時 保護カバー取付時

スタッドボルト付き帯鋼取付時 保護カバー取付時

海側

陸側

上部工天端　DL+3.00

水中硬化形エポキシ樹脂

FRP

(樹脂充填)

FRP

水中硬化形エポキシ樹脂

水中硬化形エポキシ樹脂

水中硬化形エポキシ樹脂

SS400

上部工天端　DL+3.00

被覆防食工下端　DL-1.00 被覆防食工下端　DL-1.00

（上部工下端）

上部工天端　DL+3.00

被覆防食工下端　DL-1.00

凹部凸部 凸部 凹部凸部 凸部

▽ L.W.L.　DL±0.00▽ L.W.L.　DL±0.00

DL+1.00

被覆防食工上端

DL+1.00

被覆防食工上端（上部工下端）

DL+1.00

被覆防食工上端

6  20
水中溶接

スタッドボルト付き帯鋼詳細図
S=1:2SS400

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ２徳土　亀浦港　鳴・鳴門　岸壁被覆防食工事

被覆防食工構造図（２）

5 6図示

東部県土整備局（徳島）

亀浦港

鳴門市鳴門町土佐泊浦

当初設計図面

被
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防
食

工
　

L
=
2
.
0
m

鋼矢板 鋼矢板

スタッドボルト付き帯鋼
ペトロラタム系防食材 保護カバー

防食キャップ

シール材

保護カバー

防食キャップ(樹脂充填)

ペトロラタム系防食材

防食キャップ

保護カバー

シール材

シール材

シール材

スタッドボルト付き帯鋼
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.
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上
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.
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鋼矢板



保護カバー加工図 A部詳細図

被覆防食工構造図（3）

上部工下端　DL+1.00

被覆防食工下端　DL-1.00

S=1:20

注記

・既設陽極と保護カバーが干渉する箇所は、一部、保護カバー
　を切り取り、水中硬化型エポキシ樹脂にて補修するものとする。
・保護カバーの切り取り寸法は、現地状況を確認した後、決定する。

A部詳細図 A部詳細図

S=non-scale

：保護カバー切り取り部

：切り取り箇所補修部

・切り取り延長L=2a+b（寸法は現地確認後に決定）

：保護カバー

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ２徳土　亀浦港　鳴・鳴門　岸壁被覆防食工事

被覆防食工構造図（３）

6 6図示

東部県土整備局（徳島）

亀浦港

鳴門市鳴門町土佐泊浦

当初設計図面

鋼矢板

被覆防食工（ペトロラタム被覆）

被
覆

防
食

工
（

ペ
ト

ロ
ラ

タ
ム

被
覆

）
　

L
=
2
.
0
m

アルミニウム合金陽極（既設） アルミニウム合金陽極（既設）

保護カバー加工部 保護カバー加工部

アルミニウム合金陽極（既設）

鋼矢板

被覆防食工（ペトロラタム被覆）

芯金

a

b

a


